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ニホンザルにおける顔認孤の発達過程

の突放的検討

山口試美 (中央大学 ･文),金沢創 (三菱化学生

命科学研究所)

ニホンザ′レの母子輔育 2頭 ･人工晴育 2頭を

対象に,発達初期の母子相互作用の行動観察と,

生後 1週間～20週まで,既知顔認識に関する縦

断突放を行った.

母子晒青に関しては,出産時の様子から生後L18

時肌 母子の行動をビデオにより記録し,さらに,

生後5ケ月まで,週 1回の実験を行った.

人工晴青に関しては,養育者がミ/レクを与えて

いる時 ･養育者と遊んでいる時の様子を生後 LI8

時間記録しながら6時間おきに実験を行ない,48

時間以降は,週2回実験を行った.

実験では,それぞれの披験体の養育者兵団の平

均顔と,主たる養育者の強調顔 ･養育者典団の平

均頗 ･主たる養育者よりの合成顔 ･糞育者集団よ

りの合成顔,を作成した.なお,人工哨青の場合,

弟Iff着発団は養育スタッフ･主たる養育者は発育

リーダー,母子輔青の場合,養育者兵団は母親サ

ルの苑団･主たる養育者は母親とした.

実験では,顔刺激に対する反応をビデオカメラ

に拍影し,･各顔刺激に対する注視時間から,各顔

に対するプレファレンスの発達的変化を検討した.

突放の結果,平均顔に対する選好は見られず,

発達初期には既知顔のプロトタイプは形成されな

いことが示唆された.さらに,顔に対する選好が

燥剤 勺に増加する時期が存在することが示唆され

た.
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ニホンザル乳児における視聴光析租に関

する r初期知貌J

柄研和秀(34!京大医学帆学拡PD)

外界の物理法則や因果性に関するヒト乳幼児

の認識能力は r初期知識Jと総称されてきたが､

この能力がヒトにどの程度悶有の屈性なのかにつ

いては.ほとんど研究がなかった｡本研究では､

視聴覚の時間的な情報統合に関する乳児の ｢初期

知識｣についてニホンザルを対象に.ヒトでの突

放と同一の装m ･同一の刺激をもちいての比較研

究をおこなった.突放対象は､ニホンザル乳児(2

-10週齢)10個体.刺政には2.条件のビデオ映像

をもちいた.1:r同和｣条件では､梓で木箱を叩

いている映像を音Pつきで提示した.映像は.木

箱を叩くタイミングを疑似ランダムに調班した上

で録画したものであった.2:｢非同和｣条件では､

｢同期｣条件と同様に水和を叩いているが映像と

音とが全く同3g]しない刺激を揃q!して作成し提示

した.注視時間法をもちいて検討したところ､｢同

和｣条件の刺激を有志に長時間注視する傾向が示

された.また､刺激提示中の披験体の反応を分析

したところ, r非同期｣条件では視線変更の頻度

が高くなることが分かった.これらから視聴覚の

時間的情報統合に関する r初期知識Jはヒト固有

の屈性ではなく.少なくともマカク屑と火池の進

化的?.t･盤を持つものであることが示された｡更に､

spclkcの対提示パラダイムでは示されてこなかっ

た新たな知見として.視線変更頻度のデータから

r祝隠光trl亨良が一致しない時には別の音源が推定

されるJという規則 (初期知識)の存在が示唆さ

れた.
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